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北東北三県・北海道ソウル事務所だより（2023年９月） 

 

報告者：所長 佐藤 雅代 

■韓国の主なトピックス（９月） 

○福島第１原発処理水放出の影響（前号の続き） 

 ８月号でお知らせした状況以降、特段の大きな変化はなく、引き続き消費者における日

本産水産物の忌避の傾向がある以外は、日本産加工食品の購買にも、日本への旅行意欲に

も大きな影響はありませんでした。日本産水産物の需要は明らかに下がっていますが、輸

入自体を禁止しているわけではなく、韓国の食品医薬品安全庁の「輸入食品放射能安全情

報」サイトの通関情報（「日本(일본)」の「水産物（수산물）」で絞り込みをかけています）

を見ると、現在も北海道産の活ホタテなどが定期的に通関されています。（※韓国は現在、

輸入食品全件に対して放射能検査を行っています。） 

 ９月の秋夕（チュソク、中国の中秋節と同じ旧暦の祭日）は、もともと平日だった 10

月 2日を臨時公休日にすることを政府が決定したため、休暇を取らなくても６連休、10

月４～６日を休めば 12 連休という大型連休になり、もともと海外旅行が大好きな韓国

の方々の旅行熱は一層ヒートアップしていました。このように大型の連休になると、む

しろ韓国から近い日本は他国との競争では不利になるのですが（いつでも行けるた

め）、ちょうどこの時期に帰省していた所長の体感では、仁川～新千歳空港間の航空便

はどの便も満席のようでしたし、引き続く円安も相まって、日本旅行は相変わらず大人

気のようです。 

 最近 JNTO ソウル事務所から提供された韓国市場向けの調査データによると、「日本

に対する社会的イシューが日本を海外旅行先として選ぶことに影響するか」という設問

に対して、「影響する」と回答した方が 41.3％を占めた一方で、「影響しない」と回答し

た方が 26.3％を占めていました。この「26.3%」の方々は、「世論や社会的情勢がどう

あれ、自分は日本が好きだから行きたいときに行く」という意思を示していることにな

ります。こういった方々にもっともっと日本を楽しんでいただけるような提案をしてい

くことで、旅行で日本の食品を美味しく味わっていただく方が増え、処理水の影響を恐

れる必要がないことが伝わっていき、韓国国内での忌避感が徐々に薄まっていくことを

期待したいと思っています。 

■ソウル事務所の主な行事・業務（９月） 

・９月１～４日 青森県ファムツアー（張次長） 

・９月６～９日 岩手県バイヤー招聘（金次長） 

・９月 11 日   北東北３県・北海道韓国合同観光商談会 2023（全員） 

・９月 12 日   自治体・地域事業者セールスコール同行 

（岩手県及び函館市：張次長、金次長） 

・９月 20日   ジャパン・ナイト（在大韓民国日本国大使館主催、佐藤所長・金次長） 

・９月 27 日   ４道県担当者会議（佐藤所長） 

・その他面談（事務所来所・所長訪問の合計）： ５件 

・視察：特になし 

・ホームページ・SNS 情報更新：随時 

 ※事務所ホームページ http://www.beautifuljapan.or.kr/ 

https://radsafe.mfds.go.kr/CFQDD01F01/getList?page=1&limit=10&active=active&totalCnt=&prductNm=&srchNtncd=JP&srchAreaCd=&ovsmnfstNm=&bsshNm=&srchStrtDt=2023-04-17&srchEndDt=2023-10-18&incomeDatePeriod=0&dclPrductSeCd=2
http://www.beautifuljapan.or.kr/


■観光事業実施報告 

○北東北３県・北海道韓国合同観光商談会 2023 

 ９月 11 日午後、ソウル市内のホテル「ザ・プラザ」で、リアルとオンラインのいずれ

でも参加が可能なハイブリッド方式の観光商談会を開催しました。 

 会場には韓国内の 74 社から 100 名の旅行業界関係者が集まって大盛況となり、４道県

から参加した 31 事業者（リアル参加 20、オンライン参加 11）との熱心な商談が行われ

ました。12時から 15 時までというそれなりに長い商談時間を取っていましたが、後半に

も出席人数が減ることがなく、韓国側参加者のこの地域への熱意と関心を実感すること

ができました。 

 今回は、2019 年以来４年ぶりの開催ということで、コロナ禍の期間中にオープンした

新しい事業者の皆様のご参加があり、韓国側の参加者にも大変好評でした。この商談会に

おいて４道県の観光商品情報を提供することで、韓国の旅行事業者の新たな旅行商品の

造成につなげ、北東北 3県・北海道への更なる観光誘致を図ってまいります。 

 

＜関係報道＞ 

【北海道新聞】韓国に北海道売り込め ソウルで観光商談会 食の魅力などＰＲ 

https://www.hokkaido-np.co.jp/article/907166/ 

 

【聯合ニュース】東北３県と北海道の観光相談会 

 https://jp.yna.co.kr/view/PYH20230911151700882 

 https://www.yna.co.kr/view/AKR20230911098800805  

 

 

【旅行新聞】2020～2023 年にオープンした北海道の新しい旅先は？ 

 https://www.traveltimes.co.kr/news/articleView.html?idxno=406270 

 ※このニュースは同日に開催された北海道観光振興機構主催セミナーとの 

セット報道になっています。 

 

【TTL ニュース】5 年ぶりに開かれた、青森・岩手・秋田など北東北 3 県・北海道観光商談

会が大盛況 

 https://www.ttlnews.com/article/biz_world/14594  
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